
        

東

京

都

北

区

住

宅

宿

泊

事

業

の

適

正

な

運

営

の

確

保

に

関

す

る

条

例

施

行

規

則

を

公

布

す

る

。

 

  

令

和

八

年

十

月

七

日

 

  

東

京

都

北

区

長
 

 

山

 

田

 

加

 

奈

 

子

 



東

京

都

北

区

規

則

第

八

十

七

号

 

東

京

都

北

区

住

宅

宿

泊

事

業

の

適

正

な

運

営

の

確

保

に

関

す

る

条

例

施

行

規

則

 
（

目

的

）

 

第

一

条

 
こ

の

規

則

は

、

東

京

都

北

区

住

宅

宿

泊

事

業

の

適

正

な

運

営

の

確

保

に

関

す

る

条

例

（

令

和

八

年

十

月

東

京

都

北

区

条

例

第

三

十

九

号

。

以

下

「

条

例

」

と

い

う

。

）

の

施

行

に

つ

い

て

必

要

な

事

項

を

定

め

る

も

の

と

す

る

。

 

（

定

義

）

 

第

二

条

 

こ

の

規

則

で

使

用

す

る

用

語

の

意

義

は

、

住

宅

宿

泊

事

業

法

（

平

成

二

十

九

年

法

律

第

六

十

五

号

。

以

下

「

法

」

と

い

う

。

）

及

び

条

例

で

使

用

す

る

用

語

の

例

に

よ

る

。

 

（

周

辺

地

域

の

住

民

等

に

対

す

る

周

知

）

 

第

三

条

 

条

例

第

八

条

第

一

項

に

規

定

す

る

規

則

で

定

め

る

者

は

、

次

に

掲

げ

る

者

と

す

る

。

 

一

 

住

宅

宿

泊

事

業

を

営

も

う

と

す

る

住

宅

の

存

す

る

建

築

物

の

敷

地

の

境

界

線

に

接

す

る

敷

地

に

存

す

る

建

築

物

の

使

用

者

 

二

 

住

宅

宿

泊

事

業

を

営

も

う

と

す

る

住

宅

の

存

す

る

建

築

物

の

敷

地

の

境

界

線

か

ら

道

路

又

は

通

路

を

挟

ん

で

隣

接

す

る

建

築

物

の

敷

地

の

境

界

線

ま

で

の

水

平

距

離

が

二

十

メ

ー

ト

ル

以

内

で

あ

る

場

合

は

、

当

該

建

築

物

の

使

用

者

 

三

 

住

宅

宿

泊

事

業

を

営

も

う

と

す

る

住

宅

が

長

屋

又

は

共

同

住

宅

で

あ

る

一

棟

の

建

築

物

に

存

す

る

場

合

は

、

当

該

建

築

物

に

あ

る

全

て

の

居

室

の

使

用

者
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四
 

住

宅

宿

泊

事

業

を

営

も

う

と

す

る

住

宅

の

存

す

る

地

域

の

町

会

又

は

自

治

会

の

代

表

者

 
五

 

住

宅

宿

泊

事

業

を

営

も

う

と

す

る

住

宅

が

二

以

上

の

区

分

所

有

者

が

存

す

る

建

築

物

で

あ

る

場

合

は

、

当

該

建

築

物

の

管

理

組

合

又

は

管

理

者

等

（

マ

ン

シ

ョ

ン

の

管

理

の

適

正

化

の

推

進

に

関

す

る

法

律

（

平

成

十

二

年

法

律

第

百

四

十

九

号

）

第

二

条

第

四

号

に

規

定

す

る

管

理

者

等

を

い

う

。

）

 

六

 

住

宅

宿

泊

事

業

を

営

も

う

と

す

る

住

宅

の

存

す

る

建

築

物

の

敷

地

が

公

道

に

接

し

な

い

場

合

は

、

公

道

に

至

る

ま

で

の

私

道

等

に

接

す

る

建

築

物

の

使

用

者

 

七

 

前

各

号

に

掲

げ

る

者

の

ほ

か

、

区

長

が

必

要

と

認

め

る

者

 

２

 

条

例

第

八

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

周

知

は

、

二

回

以

上

の

説

明

会

を

開

催

す

る

と

と

も

に

、

住

宅

宿

泊

事

業

を

営

む

旨

及

び

同

項

各

号

に

掲

げ

る

事

項

（

次

項

に

お

い

て

「

周

知

事

項

」

と

い

う

。

）

を

記

載

し

た

書

面

を

、

公

衆

の

見

や

す

い

場

所

に

、

掲

示

す

る

こ

と

に

よ

り

行

わ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

 

３

 

前

項

の

規

定

に

よ

る

説

明

会

の

開

催

に

当

た

っ

て

は

、

事

前

に

、

当

該

説

明

会

を

開

催

す

る

日

時

及

び

場

所

並

び

に

周

知

事

項

を

記

載

し

た

書

面

を

、

第

一

項

各

号

に

掲

げ

る

者

に

配

布

又

は

送

付

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

 

４

 

第

一

項

の

規

定

は

、

条

例

第

八

条

第

二

項

に

規

定

す

る

規

則

で

定

め

る

者

に

つ

い

て

準

用

す

る

。

こ

の

場

合

に

お

い

て

、

第

一

項

第

一

号

か

ら

第

六

号

ま

で

の

規

定

中

「

住

宅

宿

泊

事

業

を

営

も

う

と

す

る

住

宅

」

と

あ

る

の

は

、

「

届

出

住

宅

」

と

読

み

替

え

る

も

の

と

す

る

。
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５
 

条

例

第

八

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

る

周

知

は

、

当

該

変

更

す

る

事

項

を

記

載

し

た

書

面

を

配

布

又

は

送

付

す

る

こ

と

に

よ

り

行

わ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

 
（

法

第

三

条

第

一

項

の

届

出

に

係

る

添

付

書

類

等

）

 

第

四

条

 
次

の

各

号

に

掲

げ

る

条

例

に

規

定

す

る

書

類

は

、

そ

れ

ぞ

れ

当

該

各

号

に

定

め

る

も

の

と

す

る

。

 

一

 

条

例

第

八

条

第

二

項

及

び

第

九

条

第

一

項

第

一

号

に

規

定

す

る

書

類

 

周

知

実

施

報

告

書

（

別

記

第

一

号

様

式

）

 

二

 

条

例

第

九

条

第

一

項

第

二

号

に

規

定

す

る

書

類

 

事

前

相

談

記

録

書

（

別

記

第

二

号

様

式

）

 

三

 

条

例

第

九

条

第

一

項

第

三

号

に

規

定

す

る

書

類

 

住

宅

宿

泊

事

業

の

管

理

運

営

体

制

報

告

書

（

別

記

第

三

号

様

式

）

 

四

 

条

例

第

九

条

第

一

項

第

四

号

に

規

定

す

る

書

類

 

次

に

掲

げ

る

者

の

区

分

に

応

じ

、

そ

れ

ぞ

れ

次

に

定

め

る

も

の

 

ア

 

居

住

型

に

係

る

住

宅

宿

泊

事

業

を

行

う

者

 

住

民

票

の

写

し

 

イ

 

隣

接

居

住

不

在

型

に

係

る

住

宅

宿

泊

事

業

を

行

う

者

 

住

民

票

の

写

し

及

び

届

出

住

宅

と

住

宅

宿

泊

事

業

を

行

う

者

が

自

己

の

生

活

の

本

拠

と

し

て

使

用

す

る

住

宅

と

の

位

置

関

係

を

示

し

た

図

 

五

 

条

例

第

九

条

第

一

項

第

五

号

に

規

定

す

る

書

類

 
北

区

安

全

措

置

に

関

す

る

チ

ェ

ッ

ク

リ

ス

ト

（

別

記

第

四

号

様

式

）
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２
 

条

例

第

九

条

第

一

項

第

五

号

に

規

定

す

る

規

則

で

定

め

る

も

の

は

、

一

戸

建

て

住

宅

又

は

長

屋

で

あ

っ

て

、

次

の

い

ず

れ

か

の

基

準

を

満

た

し

て

い

な

い

も

の

と

す

る

。

 
一

 
二

階

以

上

の

各

階

に

お

け

る

宿

泊

室

の

床

面

積

の

合

計

が

百

平

方

メ

ー

ト

ル

以

下

で

あ

る

こ

と

。
 

二

 

宿

泊

者

使

用

部

分

の

床

面

積

の

合

計

が

二

百

平

方

メ

ー

ト

ル

未

満

で

あ

る

こ

と

。

 

三

 

各

階

に

お

け

る

宿

泊

者

使

用

部

分

の

床

面

積

の

合

計

が

二

百

平

方

メ

ー

ト

ル

（

地

階

に

あ

っ

て

は

、

百

平

方

メ

ー

ト

ル

）

以

下

で

あ

る

こ

と

。

 

四

 

二

階

に

お

け

る

宿

泊

者

使

用

部

分

の

床

面

積

の

合

計

が

三

百

平

方

メ

ー

ト

ル

未

満

で

あ

る

こ

と

。

 

五

 

宿

泊

者

使

用

部

分

を

三

階

以

上

の

階

に

設

け

て

い

な

い

こ

と

。

 

（

宿

泊

者

の

衛

生

の

確

保

）

 

第

五

条

 

条

例

第

十

条

に

規

定

す

る

規

則

で

定

め

る

措

置

は

、

次

に

掲

げ

る

も

の

と

す

る

。

 

一

 

寝

具

類

に

つ

い

て

は

、

次

の

措

置

を

講

じ

る

こ

と

。

 

ア

 

布

団

及

び

枕

に

は

、

清

潔

な

シ

ー

ツ

、

布

団

カ

バ

ー

、

枕

カ

バ

ー

等

を

用

い

る

こ

と

。

 

イ

 

シ

ー

ツ

、

布

団

カ

バ

ー

、

枕

カ

バ

ー

及

び

寝

間

着

は

、

宿

泊

者

ご

と

に

交

換

し

、

洗

濯

す

る

こ

と

。

 

ウ

 

布

団

及

び

枕

は

、

適

切

に

洗

濯

、

管

理

等

を

行

う

こ

と

。

 

二

 

届

出

住

宅

の

設

備

、

備

品

等

は

、

常

に

清

潔

に

保

ち

、

ダ

ニ

、

カ

ビ

等

が

発

生

し

な

い

よ

- 4 -



う

除

湿

す

る

こ

と

。

 
三

 

ろ

過

器

等

を

使

用

し

て

浴

槽

水

を

循

環

さ

せ

る

場

合

又

は

加

湿

器

を

備

え

付

け

る

場

合

は

、

当

該

ろ

過

器

等

又

は

加

湿

器

に

つ

い

て

、

レ

ジ

オ

ネ

ラ

症

を

予

防

す

る

た

め

、

定

期

的

に

洗

浄

等

を

行

う

こ

と

。

 

（

届

出

住

宅

に

設

け

る

設

備

）

 

第

六

条

 

条

例

第

十

一

条

に

規

定

す

る

規

則

で

定

め

る

設

備

は

、

次

に

掲

げ

る

も

の

と

す

る

。

 

一

 

宿

泊

者

等

の

出

入

り

の

状

況

を

鮮

明

な

画

像

に

よ

り

確

認

す

る

こ

と

が

で

き

る

ビ

デ

オ

カ

メ

ラ

そ

の

他

の

撮

影

機

器

（

録

画

機

能

を

有

す

る

も

の

に

限

る

。

）

 

二

 

廃

棄

物

の

回

収

ま

で

衛

生

的

に

保

管

で

き

、

か

つ

、

保

管

す

る

の

に

十

分

な

容

量

を

有

す

る

蓋

付

き

の

容

器

 

三

 

届

出

住

宅

の

全

部

又

は

一

部

に

お

い

て

喫

煙

を

禁

止

す

る

場

合

に

あ

っ

て

は

、

そ

の

旨

を

表

示

す

る

も

の

 

四

 

届

出

住

宅

に

お

い

て

喫

煙

場

所

を

設

け

る

場

合

に

あ

っ

て

は

、

喫

煙

場

所

で

あ

る

旨

を

表

示

す

る

も

の

並

び

に

喫

煙

場

所

以

外

の

場

所

へ

の

煙

の

流

入

及

び

火

災

の

発

生

を

防

止

す

る

設

備

 

（

宿

泊

者

名

簿

の

正

確

な

記

載

の

確

保

）

 

第

七

条

 

条

例

第

十

二

条

に

規

定

す

る

規

則

で

定

め

る

方

法

は

、

次

の

各

号

の

い

ず

れ

に

も

該

当

す

る

情

報

通

信

技

術

を

活

用

し

た

方

法

と

す

る

。
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一
 

宿

泊

者

の

顔

及

び

旅

券

が

画

像

に

よ

り

鮮

明

に

確

認

で

き

る

こ

と

。

 
二

 

前

号

の

画

像

が

住

宅

宿

泊

事

業

者

等

の

営

業

所

若

し

く

は

事

務

所

、

届

出

住

宅

内

又

は

届

出

住

宅

の

近

傍

か

ら

発

信

さ

れ

て

い

る

こ

と

が

確

認

で

き

る

こ

と

。

 

（

苦

情

等

へ

の

対

応

）

 

第

八

条

 

条

例

第

十

四

条

第

一

項

に

規

定

す

る

規

則

で

定

め

る

体

制

は

、

住

宅

宿

泊

事

業

者

等

が

苦

情

及

び

問

合

せ

を

受

け

て

か

ら

三

十

分

以

内

に

、

現

地

に

駆

け

つ

け

る

こ

と

が

で

き

る

体

制

と

す

る

。

 

（

標

識

の

掲

示

）

 

第

九

条

 

条

例

第

十

五

条

第

一

項

に

規

定

す

る

規

則

で

定

め

る

標

識

は

、

次

の

各

号

に

掲

げ

る

者

の

区

分

に

応

じ

、

当

該

各

号

に

定

め

る

も

の

と

す

る

。

 

一

 

居

住

型

に

係

る

住

宅

宿

泊

事

業

を

行

う

者

 

区

指

定

標

識

（

居

住

型

）

（

別

記

第

五

号

様

式

）

 

二

 

隣

接

居

住

不

在

型

に

係

る

住

宅

宿

泊

事

業

を

行

う

者

 

区

指

定

標

識

（

隣

接

居

住

不

在

型

）

（

別

記

第

六

号

様

式

）

 

三

 

不

在

型

に

係

る

住

宅

宿

泊

事

業

を

行

う

者

 

区

指

定

標

識

（

不

在

型

）

（

別

記

第

七

号

様

式

）

 

２

 

条

例

第

十

五

条

第

二

項

に

規

定

す

る

規

則

で

定

め

る

場

所

は

、

次

の

各

号

に

掲

げ

る

届

出

住

宅

の

種

別

に

応

じ

、

当

該

各

号

に

定

め

る

も

の

と

す

る

。
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一
 

一

戸

建

て

住

宅

 

道

路

又

は

通

路

に

面

し

た

壁

面

、

門

扉

等

（

法

定

標

識

に

限

る

。

）

 
二

 

長

屋

又

は

共

同

住

宅

 

次

に

掲

げ

る

標

識

の

種

別

に

応

じ

、

そ

れ

ぞ

れ

次

に

定

め

る

場

所

 
ア

 

法

定

標

識

 

届

出

住

宅

の

入

口

の

扉

付

近

で

共

用

部

の

廊

下

に

面

し

た

壁

面

 

イ

 
区

指

定

標

識

 

当

該

長

屋

又

は

共

同

住

宅

の

入

口

に

設

置

し

て

い

る

郵

便

受

箱

の

室

番

号

付

近
 

３

 

第

一

項

及

び

前

項

第

二

号

イ

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

届

出

住

宅

の

種

別

が

長

屋

又

は

共

同

住

宅

で

あ

る

場

合

で

あ

っ

て

、

次

の

い

ず

れ

か

に

該

当

す

る

と

き

は

、

管

理

組

合

等

の

承

諾

を

得

た

上

で

、

第

一

項

各

号

に

掲

げ

る

も

の

に

代

え

て

、

区

指

定

標

識

（

共

同

住

宅

等

用

）

（

別

記

第

八

号

様

式

）

を

当

該

長

屋

又

は

共

同

住

宅

の

入

口

、

門

扉

等

の

公

衆

の

見

や

す

い

場

所

に

掲

げ

る

も

の

と

す

る

。

 

一

 

郵

便

受

箱

を

設

置

す

る

場

所

が

当

該

長

屋

又

は

共

同

住

宅

の

入

口

で

な

い

と

き

。

 

二

 

郵

便

受

箱

を

設

置

す

る

場

所

が

公

衆

の

見

や

す

い

場

所

に

な

い

と

き

。

 

三

 

前

二

号

に

掲

げ

る

場

合

の

ほ

か

、

区

長

が

必

要

と

認

め

た

と

き

。

 

４

 

条

例

第

十

五

条

第

三

項

に

規

定

す

る

規

則

で

定

め

る

事

項

は

、

次

に

掲

げ

る

も

の

と

す

る

。

 

一

 

条

例

第

八

条

第

一

項

第

四

号

ア

か

ら

ウ

ま

で

に

掲

げ

る

住

宅

宿

泊

事

業

の

運

営

方

法

の

類

型

（

以

下

「

類

型

」

と

い

う

。

）

の

別

 

二

 

都

市

計

画

法

（

昭

和

四

十

三

年

法

律

第

百

号

）

第

八

条

第

一

項

第

一

号

に

規

定

す

る

用

途

地

域

の

別
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三
 

住

宅

宿

泊

事

業

の

実

施

が

可

能

な

期

間

 
５

 
条

例

第

十

五

条

第

四

項

の

規

定

に

よ

る

再

発

行

の

求

め

は

、

標

識

再

発

行

申

請

書

（

別

記

第

九

号

様

式

）

に

よ

り

行

う

も

の

と

す

る

。

 

（

業

務

改

善

命

令

等

に

係

る

公

表

事

項

）

 

第

十

条

 

条

例

第

十

八

条

に

規

定

す

る

規

則

で

定

め

る

事

項

は

、

次

に

掲

げ

る

も

の

と

す

る

。

 

一

 

商

号

、

名

称

又

は

氏

名

（

住

宅

宿

泊

管

理

業

者

に

あ

っ

て

は

、

商

号

、

名

称

又

は

氏

名

及

び

登

録

番

号

）

 

二

 

当

該

届

出

住

宅

の

所

在

地

及

び

届

出

番

号

 

三

 

類

型

の

別

 

四

 

法

第

十

五

条

、

第

十

六

条

第

一

項

若

し

く

は

第

二

項

又

は

第

四

十

一

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

る

命

令

に

違

反

し

た

場

合

に

あ

っ

て

は

、

当

該

違

反

の

内

容

 

五

 

法

第

十

六

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

停

止

の

命

令

に

あ

っ

て

は

、

当

該

停

止

と

な

る

期

間

及

び

範

囲

 

六

 

法

第

十

六

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

る

廃

止

の

命

令

に

あ

っ

て

は

、

当

該

廃

止

と

な

る

日

付

 

付

 

則

 

 

こ

の

規

則

は

、

令

和

八

年

十

一

月

七

日

か

ら

施

行

す

る

。
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第１号様式（第４条関係） 
 

                            年  月  日 

 

 

東京都北区長 殿 

 

                       住所 

                       氏名                 

                   （法人にあっては、事務所の所在地、名称及び代表者の氏名)    

                       電話番号 

 

周知実施報告書 

 

 東京都北区住宅宿泊事業の適正な運営の確保に関する条例第８条第１項又は第２項の規定により、周

辺地域の住民等に対する周知を行ったので、下記のとおり報告します。 

 

記 

 

１ 住宅の所在地   東京都北区 

 

２ 周知文書の配布又は送付日   年 月 日 

  

３ 実施した周知   新規 ・ 変更 

  

４ 意見等の申出      有  ・ 無 

 

（上記３が「新規」の場合、以下について記載） 

５ 説明会の実施日時及び参加人数 ① 年 月 日 時から／ 名 

     ② 年 月 日 時から／ 名 

 

６ 住宅宿泊事業を開始しようとする日   年 月 日 

 

 

 

【添付書類】 

 （１）周知に使用した書面の写し 

（２）周知文書の掲示状況の記録 

 （３）周知の対象となる周辺地域の住民等の範囲を示す書類 

 （４）周知の対象となる周辺地域の住民等の一覧 

 （５）意見等の申出があった場合は、その内容と対応状況を記録した書類 
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第２号様式（第４条関係） 
事 前 相 談 記 録 書 

 

● 住宅宿泊事業の届出を行おうとする方（相談者）が記載してください。 

  太枠部分は相談前に記載願います。 

相 談 実 施 年 月 日  

事業開始予定年月日  

相談実施者（法人）氏名  

対 象 物 所 在 ・ 名 称 東京都北区 

届出予定住宅の状況 家主 在・不在 宿泊室面積         ㎡ 

相 談 内 容 

 

※ 消防機関確認欄 

相 談 先 消 防 機 関 

確 認 印 
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第３号様式（第４条関係） 
年  月  日 

住宅宿泊事業の管理運営体制報告書 
 

住宅宿泊管理業務を行う者：（事業者・管理業者） 
氏名： 

 住所：  
（法人にあっては、名称、代表者氏名及び事務所の所在地） 

電話番号： 
〇届出住宅 

〇標識の記載事項（法第 13 条関係） 

○宿泊者名簿の備付け等（法第８条関係） 
保管場所 届出住宅  ・  住宅宿泊事業者の営業所又は事務所 

項目 
□宿泊者の氏名・住所・職業・連絡先  □宿泊日（入室日時及び退室日時） 
□日本国内に住所を有しない外国人観光旅客であるときは、その国籍及び旅券番号（旅券の

写しを宿泊者名簿とともに保管すること。） 

取得方法 
宿泊者名簿の記載内容（                             ） 
旅券の写し及び旅券番号（                            ） 

○宿泊者名簿の正確な記載の確保（条例第 12 条関係） 
本人確認の方法 対面 ・ ＩＣＴ活用（機器名：         ） 

（ＩＣＴの場合） 

□宿泊者の顔及び旅券が画像により鮮明に確認できること。 
□当該画像が住宅宿泊事業者等の営業所若しくは事務所、届出住宅内又は届出住宅の近

傍から発信されていることが確認できること。 
送信された情報を確認する場所  

本人確認の 
具体的な方法 

 

○苦情等への対応（法第 10 条関係） 

 
 

通
常
の 

 
 

体
制 

 

事務所の所在地  常時対応 可 ・ 否 

届出住宅までの交通手段 徒歩・自転車・車・その他（      ） 所要時間 分 

通
常
と
異
な
る
体
制 

（
上
記
が
否
の
場
合
） 

所在地  曜日・時間帯  

届出住宅までの交通手段 徒歩・自転車・車・その他（      ） 所要時間 分 

宿泊者名簿の記載内容や旅券の写し等の取得方法 本人確認の具体的な方法 

  

届出住宅所在地 北区                                        （居住型・隣接居住不在型・不在型） 

部屋番号 宿泊定員数 宿泊室数 宿泊団体数 
 人 室 団体 

緊急連絡先の名称 （事業者・管理業者） 

緊急連絡先  標識の掲示場所 （図面に記載） 
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〇届出住宅に設ける設備（条例第 11 条関係） 

宿泊客の出入りを確認できるビデオカメラ等（録画機

能あり） 
☐ 機器名（            ） 
□ 設置位置（図面に記載） 

廃棄物保管容器（衛生的な保管・十分容量・蓋付き） 
□ 設置位置（図面に記載） 
□ 形状等（写真やカタログなどを添付） 

禁煙表示 
／喫煙表示及び煙の流入や火災発生を防止する設備 

□ 禁煙表示 ／ □ 喫煙場所の表示（写真を添付） 
（喫煙の場合）□ 設置位置（図面に記載） 

□  設備（写真を添付） 

○宿泊者に対する案内や必要な説明事項 
宿泊者の安全確保 
（法第６条関係） 

☐ 避難経路 

外国人観光旅客である

宿泊者の快適性 
及び利便性の確保 
（法第７条関係） 

☐ 届出住宅の設備の使用方法に関する案内   

☐ 最寄りの駅等の利便施設への経路と利用可能な交通機関に関する情報   

☐ 
火災、地震その他の災害が発生した場合における通報連絡先に関する案内 
災害時の避難場所、消防署（１１９番通報）、警察署（１１０番通報）、医

療機関及び住宅宿泊管理業者への連絡方法を説明すること。 

周辺地域の生活環境へ

の悪影響の防止に関し

必要な事項の説明 
（法第９条関係） 

☐ 

騒音の防止のために配慮すべき事項 
大声での会話を控えること、深夜に窓を閉めること、バルコニー等屋外で

の宴会を開かないこと、届出住宅内は楽器を使用しないこと等、届出住宅

及びその周辺地域の生活環境に応じ、適切な内容を説明すること。 

☐ 

ごみの処理に関し配慮すべき事項 
宿泊者のごみによる届出住宅の周辺地域における生活環境への悪影響を防

止するため、事業者は、宿泊者に対し、宿泊者が届出住宅内で排出したご

みについて、廃棄物処理法及び北区における事業系廃棄物の分別方法に従

って、事業者の指定した方法(届出住宅内の適切な場所にごみを捨てること

等を含む。)により捨てること等を説明すること。 

☐ 

火災の防止のために配慮すべき事項 
ガスコンロの使用のための元栓の開閉方法及びその際の注意事項、初期消

火のための消火器の使用方法、避難経路、通報措置等、届出住宅及びその

周辺地域の生活環境に応じ、適切な内容を説明すること。 

☐ 

その他配慮すべき事項 
・性風俗サービスを届出住宅内で利用しないことなど、過去の苦情内容を踏

まえ、届出住宅の利用に当たって特に注意すべき事項を説明すること。 

・事前周知により、周辺住民等から申出のあった意見のうち、宿泊者に配慮

を求めるべき事項を説明すること。 
 
○記録の保管 

以下の項目について、届出住宅又は管理業務の拠点となる営業所又は事務所等に３年間保存すること。 
事前周知 

（条例第８条関係） 
☐ 

区条例第８条第１項及び第２項の規定により実施した周知について意見等が

あった場合は、その内容及び対応状況を記録すること。 
苦情等への対応記録 
（条例第 14 条関係） 

☐ 周辺地域の住民からの苦情や問合せへの対応について記録すること。 
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第
４

号
様

式
（
第

４
条

関
係

）

（
法

人
に

あ
っ

て
は

、
名

称
、

代
表

者
の

氏
名

及
び

事
務

所
の

所
在

地
）

（
Ａ

-
１

）
□

（
Ａ

-
２

）
□

（
Ｂ

-
１

）
□

（
Ｂ

-
２

）
□

２
．

告
示

第
一

に
つ

い
て

の
措

置
状

況

□□

Ａ
非

常
用

照
明

器
具

に
関

す
る

措
置

二

□□
□

未
設

置
部

分
が

、
た

だ
し

書
に

該
当

で
適

合
□

未
設

置
部

分
が

、
た

だ
し

書
に

非
該

当
で

非
適

合

□
該

当
□

非
該

当

　
北

区
安

全
措

置
に

関
す

る
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

住
所

氏
名

電
話

番
号

　
下

記
の

と
お

り
、

国
土

交
通

省
関

係
住

宅
宿

泊
事

業
法

施
行

規
則

（
平

成
2
9
年

国
土

交
通

省
令

第
6
5
号

）
第

１
条

第
１

号
及

び
第

３
号

に
掲

げ
る

措
置

を
講

じ
て

い
る

こ
と

を
、

建
築

士
法

（
昭

和
2
5
年

法
律

第
2
0
2
号

）
の

規
定

に
基

づ
き

建
築

士
資

格
を

有
す

る
者

に
確

認
し

ま
し

た
。

講
　

じ
　

る
　

措
　

置
措

置
の

状
況

状
況

の
補

足
説

明
等

１
．

届
出

住
宅

の
条

件
等

届
出

住
宅

に
届

出
者

が
居

住
し

不
在

と
な

ら
ず

、
宿

泊
室

の
床

面
積

の
合

計
が

５
０

㎡
以

下
の

一
戸

建
て

の
住

宅
又

は
長

屋

Ａ
-
１

以
外

の
一

戸
建

て
の

住
宅

又
は

長
屋

届
出

住
宅

に
届

出
者

が
居

住
し

不
在

と
な

ら
ず

、
宿

泊
室

の
床

面
積

の
合

計
が

５
０

㎡
以

下
の

共
同

住
宅

又
は

寄
宿

舎
Ｂ

-
１

以
外

の
共

同
住

宅
又

は
寄

宿
舎

※
Ｂ

-
１

の
場

合
は

本
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

の
作

成
不

要

届
出

住
宅

の
所

在
地

不
動

産
番

号

適
用

の
対

象
と

な
る

届
出

住
宅

届
出

住
宅

の
条

件
等

が
Ａ
-
２

で
あ

る
も

の

届
出

住
宅

の
条

件
等

が
Ｂ
-
２

で
あ

る
も

の

非
適

合

設
置

場
所

宿
泊

室
及

び
当

該
宿

泊
室

か
ら

地
上

（
届

出
住

宅
が

共
同

住
宅

の
住

戸
で

あ
る

場
合

に
あ

っ
て

は
、

当
該

住
戸

の
出

口
）
に

通
じ

る
部

分
（
採

光
上

有
効

に
外

気
に

開
放

さ
れ

た
部

分
は

除
く

）
に

設
け

る
こ

と
（
告

示
第

一
第

２
号

）

該
当

部
分

に
設

置
あ

り
適

合

該
当

部
分

に
未

設
置

で
非

適
合

　

た
だ

し
、

次
に

該
当

す
る

建
築

物
の

部
分

に
あ

っ
て

は
、

こ
の

限
り

で
は

な
い

。

平
成

１
２

年
建

設
省

告
示

第
１

４
１

１
号

に
定

め
る

建
築

物
の

部
分

一
建

築
基

準
法

施
行

令
第

１
２

６
条

の
５

に
規

定
す

る
技

術
的

基
準

に
適

合
す

る
非

常
用

の
照

明
装

置
と

す
る

こ
と

（
告

示
第

一
第

１
号

）
□

適
合

□

1
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第
４

号
様

式
（
第

４
条

関
係

）

３
．

告
示

第
二

に
つ

い
て

の
措

置
状

況

□□

一

（
告

示
第

二
第

１
号

た
だ

し
書

）

□
適

合
□

非
適

合
　

二
自

動
火

災
報

知
設

備
等

に
つ

い
て

□
適

合
□

非
適

合
　

□
適

合
□

非
適

合
　

①
宿

泊
者

使
用

部
分

の
各

居
室

に
消

防
法

施
行

令
第

2
1
条

に
基

づ
き

自
動

火
災

報
知

設
備

が
設

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

（
告

示
第

二
第

１
号

た
だ

し
書

）

②
宿

泊
者

使
用

部
分

の
各

居
室

に
特

定
小

規
模

施
設

に
お

け
る

必
要

と
さ

れ
る

防
火

安
全

性
能

を
有

す
る

消
防

の
用

に
供

す
る

設
備

等
に

関
す

る
省

令
に

基
づ

き
特

定
小

規
模

施
設

用
自

動
火

災
報

知
設

備
が

設
置

さ
れ

て
い

る
こ

と

●
告

示
第

二
第

１
号

の
措

置
に

つ
い
て

適
用

の
対

象
と

な
る

届
出

住
宅

届
出

住
宅

の
条

件
等

が
Ａ
-
２

で
あ

る
も

の

届
出

住
宅

の
条

件
等

が
Ｂ
-
２

で
あ

る
も

の

同
一

の
届

出
住

宅
内

の
２

以
上

の
宿

泊
室

に
、

複
数

グ
ル

ー
プ

の
宿

泊
者

を
同

時
に

宿
泊

さ
せ

る
場

合
に

は
、

次
の

Ｂ
又

は
Ｃ

に
掲

げ
る

措
置

を
講

じ
る

こ
と

。
た

だ
し

、
自

動
火

災
報

知
設

備
等

の
設

置
に

関
し

、
以

下
の

一
か

つ
二

に
該

当
す

る
場

合
は

こ
の

限
り

で
は

な
い

。
⇒

Ｂ
及

び
Ｃ

の
措

置
の

確
認

は
不

要

避
難

通
路

に
つ

い
て

宿
泊

者
使

用
部

分
を

平
成

２
６

年
国

土
交

通
省

告
示

第
８

６
０

号
各

号
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
も

の
と

す
る

こ
と

上
記

い
ず

れ
か

に
非

適
合

の
場

合
は

、
以

下
の

Ｂ
及

び
Ｃ

の
確

認

以
下

の
①

又
は

②
に

該
当

す
る

こ
と

2
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第
４

号
様

式
（
第

４
条

関
係

）

Ｂ
防

火
の

区
画

等
に

関
す

る
措

置

一
□

適
合

□
非

適
合

　
□

た
だ

し
書

該
当

部
分

あ
り

適
合

□
た

だ
し

書
該

当
部

分
な

く
非

適
合

□
該

当
あ

り
□

該
当

な
し

□
適

合

□
非

適
合

　
□

た
だ

し
書

該
当

部
分

あ
り

適
合

□
た

だ
し

書
該

当
部

分
な

く
非

適
合

建
築

基
準

法
施

行
令

第
１

１
２

条
第

４
項

各
号

の
い

ず
れ

か
に

該
当

す
る

部
分

□
該

当
部

分
あ

り
□

該
当

部
分

な
し

□

（
当

該
区

画
部

分
の

壁
を

、
給

水
管

、
排

水
管

そ
の

他
の

管
、

換
気

、
暖

房
又

は
冷

房
設

備
の

風
道

が
貫

通
す

る
場

合
は

、
下

記
の

四
又

は
五

の
適

合
を

確
認

）

講
　

じ
　

る
　

措
　

置
措

置
の

状
況

状
況

の
補

足
説

明
等

宿
泊

室
と

当
該

宿
泊

室
か

ら
地

上
（
届

出
住

宅
が

共
同

住
宅

の
住

戸
で

あ
る

場
合

に
あ

っ
て

は
、

当
該

住
戸

の
出

口
）
に

通
じ

る
部

分
（
以

下
「
当

該
部

分
」
と

い
う

。
）
と

を
建

築
基

準
法

第
２

条
第

７
号

の
２

に
お

い
て

規
定

す
る

準
耐

火
構

造
の

壁
で

区
画

し
、

当
該

壁
を

小
屋

裏
又

は
天

井
裏

に
達

せ
し

め
る

こ
と

（
告

示
第

二
第

１
号

イ
（
１

）
）

（
当

該
部

分
の

壁
を

、
給

水
管

、
排

水
管

そ
の

他
の

管
、

換
気

、
暖

房
又

は
冷

房
設

備
の

風
道

が
貫

通
す

る
場

合
は

、
下

記
の

四
又

は
五

の
適

合
を

確
認

）

た
だ

し
、

次
に

該
当

す
る

部
分

に
あ

っ
て

は
、

当
該

壁
を

小
屋

裏
又

は
天

井
裏

に
達

せ
し

め
る

こ
と

を
要

し
な

い

（
当

該
部

分
の

壁
を

、
給

水
管

、
排

水
管

そ
の

他
の

管
、

換
気

、
暖

房
又

は
冷

房
設

備
の

風
道

が
貫

通
す

る
場

合
は

、
下

記
の

四
又

は
五

の
適

合
を

確
認

）

建
築

基
準

法
施

行
令

第
１

１
２

条
第

４
項

各
号

の
い

ず
れ

か
に

該
当

す
る

部
分

該
当

部
分

あ
り

□
該

当
部

分
な

し

二
４

以
上

の
宿

泊
室

が
相

接
す

る
場

合
に

、
３

室
以

内
ご

と
に

建
築

基
準

法
第

２
条

第
７

号
の

２
に

お
い

て
規

定
す

る
準

耐
火

構
造

の
壁

で
区

画
し

、
当

該
壁

を
小

屋
裏

又
は

天
井

裏
に

達
せ

し
め

る
こ

と

（
告

示
第

二
第

１
号

イ
（
２

）
）

（
４

以
上

の
宿

泊
室

が
相

接
）

た
だ

し
、

次
に

該
当

す
る

部
分

に
あ

っ
て

は
、

当
該

壁
を

小
屋

裏
又

は
天

井
裏

に
達

せ
し

め
る

こ
と

を
要

し
な

い

（
当

該
区

画
部

分
の

壁
を

、
給

水
管

、
排

水
管

そ
の

他
の

管
、

換
気

、
暖

房
又

は
冷

房
設

備
の

風
道

が
貫

通
す

る
場

合
は

、
下

記
の

四
又

は
五

の
適

合
を

確
認

）

3
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第
４

号
様

式
（
第

４
条

関
係

）

□
該

当
あ

り
□

該
当

な
し

□
適

合

□
非

適
合

　
□

た
だ

し
書

該
当

部
分

あ
り

適
合

□
た

だ
し

書
該

当
部

分
な

く
非

適
合

□
該

当
あ

り
□

該
当

な
し

□
適

合

□
非

適
合

　

□
該

当
あ

り
□

該
当

な
し

□
適

合

□
非

適
合

　

Ｃ
ス

プ
リ

ン
ク

ラ
ー

設
備

等
の

設
置

に
関

す
る

措
置

□
適

合
□

非
適

合
　

（
当

該
区

画
部

分
の

壁
を

、
給

水
管

、
排

水
管

そ
の

他
の

管
、

換
気

、
暖

房
又

は
冷

房
設

備
の

風
道

が
貫

通
す

る
場

合
は

、
下

記
の

四
又

は
五

の
適

合
を

確
認

）

建
築

基
準

法
施

行
令

第
１

１
２

条
第

４
項

各
号

の
い

ず
れ

か
に

該
当

す
る

部
分

□
該

当
部

分
あ

り
□

該
当

部
分

な
し

講
　

じ
　

る
　

措
　

置
措

置
の

状
況

状
況

の
補

足
説

明
等

三
相

接
す

る
２

以
上

の
宿

泊
室

の
床

面
積

の
合

計
が

１
０

０
㎡

超
の

場
合

に
、

１
０

０
㎡

以
内

ご
と

に
建

築
基

準
法

第
２

条
第

７
号

の
２

に
お

い
て

規
定

す
る

準
耐

火
構

造
の

壁
で

区
画

し
、

当
該

壁
を

小
屋

裏
又

は
天

井
裏

に
達

せ
し

め
る

こ
と

（
告

示
第

二
第

１
号

イ
（
３

）
）

（
相

接
す

る
２

以
上

の
宿

泊
室

の
床

面
積

の
合

計
が

１
０

０
㎡

超
）

（
当

該
区

画
部

分
の

壁
を

、
給

水
管

、
排

水
管

そ
の

他
の

管
、

換
気

、
暖

房
又

は
冷

房
設

備
の

風
道

が
貫

通
す

る
場

合
は

、
下

記
の

四
又

は
五

の
適

合
を

確
認

）

た
だ

し
、

次
に

該
当

す
る

部
分

に
あ

っ
て

は
、

当
該

壁
を

小
屋

裏
又

は
天

井
裏

に
達

せ
し

め
る

こ
と

を
要

し
な

い

一
宿

泊
室

に
建

築
基

準
法

施
行

令
第

１
１

２
条

第
４

項
に

規
定

す
る

自
動

ス
プ

リ
ン

ク
ラ

ー
設

備
等

が
設

置
さ

れ
て

い
る

こ
と

（
告

示
第

二
第

１
号

ロ
）

四
給

水
管

、
配

電
管

そ
の

他
の

管
が

、
一

か
ら

三
ま

で
の

壁
を

貫
通

す
る

場
合

に
は

、
建

築
基

準
法

施
行

令
第

１
１

４
条

第
５

項
に

お
い

て
準

用
す

る
同

令
第

１
１

２
条

第
２

０
項

の
規

定
に

適
合

す
る

こ
と

（
告

示
第

二
第

１
号

イ
（
４

）
）

（
給

水
管

、
配

電
管

そ
の

他
の

管
が

、
一

か
ら

三
ま

で
の

壁
を

貫
通

）

五
換

気
、

暖
房

又
は

冷
房

の
設

備
の

風
道

が
、

一
か

ら
三

ま
で

の
壁

を
貫

通
す

る
場

合
に

、
建

築
基

準
法

施
行

令
第

１
１

４
条

第
５

項
に

お
い

て
読

み
替

え
て

準
用

す
る

同
令

第
１

１
２

条
第

２
１

項
の

規
定

に
適

合
す

る
こ

と

（
告

示
第

二
第

１
号

イ
（
５

）
）

（
換

気
、

暖
房

又
は

冷
房

の
設

備
の

風
道

が
、

一
か

ら
三

ま
で

の
壁

を
貫

通
）

4
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第
４

号
様

式
（
第

４
条

関
係

）

□□

Ｄ
届

出
住

宅
の

規
模

等
に

関
す

る
措

置

一

た
だ

し
、

次
に

掲
げ

る
も

の
に

あ
っ

て
は

、
こ

の
限

り
で

は
な

い

□
適

合

□
非

適
合

　

二

⑴
宿

泊
者

使
用

部
分

の
床

面
積

の
合

計

た
だ

し
、

次
の

①
、

②
に

掲
げ

る
も

の
に

あ
っ

て
は

、
こ

の
限

り
で

は
な

い

□
適

合

□
非

適
合

　

□
適

合

□
非

適
合

　

●
告

示
第

２
第

２
号

関
係
　

適
用

の
対

象
と

な
る

届
出

住
宅

届
出

住
宅

の
条

件
等

が
Ａ
-
１

で
あ

る
も

の

届
出

住
宅

の
条

件
等

が
Ａ
-
２

で
あ

る
も

の

講
　

じ
　

る
　

措
　

置
措

置
の

状
況

状
況

の
補

足
説

明
等

宿
泊

室
の

床
面

積
の

合
計

に
つ

い
て

２
階

以
上

の
各

階
に

お
け

る
宿

泊
室

の
床

面
積

の
合

計
を

１
０

０
㎡

（
建

築
基

準
法

第
２

条
第

５
号

に
規

定
す

る
主

要
構

造
部

が
準

耐
火

構
造

で
あ

る
か

又
は

同
条

第
９

号
に

規
定

す
る

不
燃

材
料

で
造

ら
れ

て
い

る
場

合
は

２
０

０
㎡

）
以

下
と

す
る

こ
と

（
告

示
第

二
第

2
号

イ
）

□
床

面
積

合
計

（
　

　
　

　
　

　
）
㎡

②
　

①
以

外
の

場
合

で
あ

っ
て

、
宿

泊
者

使
用

部
分

の
各

居
室

の
壁

（
床

面
か

ら
の

高
さ

が
１

．
２

ｍ
以

下
の

部
分

を
除

く
）
及

び
天

井
（
天

井
の

な
い

場
合

に
お

い
て

は
屋

根
）
の

室
内

に
面

す
る

部
分

（
回

り
縁

、
窓

台
そ

の
他

こ
れ

ら
に

類
す

る
部

分
を

除
く

）
の

仕
上

げ
を

建
築

基
準

法
施

行
令

第
１

２
８

条
の

５
第

１
項

第
1

号
に

掲
げ

る
仕

上
げ

と
、

当
該

居
室

か
ら

地
上

に
通

ず
る

主
た

る
廊

下
、

階
段

そ
の

他
の

通
路

の
壁

及
び

天
井

の
室

内
に

面
す

る
部

分
の

仕
上

げ
を

、
同

項
第

２
号

に
掲

げ
る

仕
上

げ
と

す
る

も
の

（
告

示
第

二
第

2
号

ロ
（
２

）
）

（
上

記
面

積
が

１
０

０
㎡

又
は

２
０

０
㎡

超
の

場
合

は
以

下
の

適
合

を
確

認
）

当
該

階
か

ら
避

難
階

又
は

地
上

に
通

ず
る

２
以

上
の

直
通

階
段

を
設

け
る

も
の

宿
泊

者
使

用
部

分
の

床
面

積
の

合
計

に
つ

い
て

（
告

示
第

二
第

2
号

ロ
）

□
床

面
積

合
計

（
　

　
　

　
　

　
）
㎡

床
面

積
の

合
計

を
２

０
０

㎡
未

満
と

す
る

こ
と

（
上

記
面

積
が

２
０

０
㎡

以
上

の
場

合
は

以
下

の
①

と
②

の
適

合
を

確
認

）

①
　

届
出

住
宅

が
、

建
築

基
準

法
第

２
条

第
５

号
に

規
定

す
る

主
要

構
造

部
を

同
条

第
７

号
に

規
定

す
る

耐
火

構
造

と
し

た
建

築
物

又
は

同
条

第
９

号
の

３
イ

若
し

く
は

ロ
に

該
当

す
る

建
築

物
で

あ
る

こ
と

（
告

示
第

二
第

2
号

ロ
（
１

）
）

5
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第
４

号
様

式
（
第

４
条

関
係

）

⑵
各

階
に

お
け

る
宿

泊
者

使
用

部
分

の
床

面
積

の
合

計

※
４

階
以

上
の

階
に

宿
泊

者
使

用
部

分
が

あ
る

場
合

は
適

宜
追

加
記

載
す

る
こ

と

（
上

記
各

階
の

面
積

が
２

０
０

㎡
超

（
地

階
は

１
０

０
㎡

超
）
の

場
合

は
以

下
の

①
と

②
の

適
合

を
確

認
）

た
だ

し
、

次
の

①
、

②
に

掲
げ

る
も

の
に

あ
っ

て
は

、
こ

の
限

り
で

は
な

い
。

□
適

合

□
非

適
合

　

□
適

合

□
非

適
合

　

⑶
２

階
に

お
け

る
宿

泊
者

使
用

部
分

の
床

面
積

の
合

計

た
だ

し
、

次
に

掲
げ

る
も

の
に

あ
っ

て
は

、
こ

の
限

り
で

は
な

い
。

□
適

合

□
非

適
合

　

三

□
３

階
以

上
の

階
に

設
置

な
し

□
３

階
以

上
の

階
に

設
置

あ
り

□
適

合
□

非
適

合
　

た
だ

し
、

次
に

掲
げ

る
も

の
に

あ
っ

て
は

、
こ

の
限

り
で

は
な

い
。

□
適

合

□
非

適
合

　

講
　

じ
　

る
　

措
　

置
措

置
の

状
況

①
当

該
階

の
廊

下
が

３
室

以
下

の
専

用
の

も
の

で
あ

る
も

の

（
告

示
第

二
第

2
号

ハ
（
１

）
）

②
当

該
階

の
廊

下
（
３

室
以

下
の

専
用

の
も

の
を

除
く

）
の

幅
が

、
両

側
に

居
室

が
あ

る
廊

下
に

あ
っ

て
は

１
．

６
ｍ

以
上

、
そ

の
他

の
廊

下
に

あ
っ

て
は

１
．

２
ｍ

以
上

で
あ

る
も

の

（
告

示
第

二
第

2
号

ハ
（
２

）
）

状
況

の
補

足
説

明
等

（
告

示
第

二
第

2
号

ハ
）

□

地
階

の
床

面
積

合
計

（
　

　
　

　
　

　
）
㎡

床
面

積
の

合
計

を
２

０
０

㎡
以

下
（
地

階
に

あ
っ

て
は

１
０

０
㎡

）
と

す
る

こ
と

１
階

の
床

面
積

合
計

（
　

　
　

　
　

　
）
㎡

２
階

の
床

面
積

合
計

（
　

　
　

　
　

　
）
㎡

３
階

の
床

面
積

合
計

（
　

　
　

　
　

　
）
㎡

宿
泊

者
使

用
部

分
を

設
け

る
階

に
つ

い
て

以
下

の
①

又
は

②
に

該
当

す
る

こ
と

①
３

階
以

上
の

階
に

設
け

な
い

こ
と

（
告

示
第

二
第

2
号

ホ
）

②
４

階
以

上
に

宿
泊

者
使

用
部

分
を

設
け

ず
、

届
出

住
宅

の
延

べ
面

積
が

2
0
0

㎡
未

満
で

あ
り

、
か

つ
、

次
に

掲
げ

る
基

準
に

適
合

す
る

場
合

(1
)建

築
基

準
法

施
行

令
第

1
1
0
条

の
５

に
規

定
す

る
技

術
的

基
準

に
従

っ
て

警
報

設
備

を
設

け
て

い
る

(2
)同

令
第

1
1
2
条

第
1
1
項

に
規

定
す

る
竪

穴
部

分
と

当
該

竪
穴

部
分

以
外

の
部

分
と

が
、

間
仕

切
壁

又
は

同
条

第
1
9
項

第
2
号

に
規

定
す

る
構

造
で

あ
る

戸
で

区
画

さ
れ

て
い

る

届
出

住
宅

が
建

築
基

準
法

第
２

条
第

９
号

の
２

に
規

定
す

る
耐

火
建

築
物

で
あ

る
も

の

（
告

示
第

二
第

2
号

ニ
）

□
床

面
積

合
計

（
　

　
　

　
　

　
）
㎡

床
面

積
の

合
計

を
３

０
０

㎡
未

満
と

す
る

こ
と

（
上

記
面

積
が

３
０

０
㎡

以
上

の
場

合
は

以
下

の
適

合
を

確
認

）

届
出

住
宅

が
建

築
基

準
法

第
２

条
第

９
号

の
２

に
規

定
す

る
耐

火
建

築
物

又
は

同
条

第
９

号
の

３
に

規
定

す
る

準
耐

火
建

築
物

で
あ

る
も

の

作成者

氏
　

名

建
築

士
事

務
所

名
称

住
宅

宿
泊

事
業

法
第

３
条

第
１

項
の

届
出

に
当

た
り

、
施

設
が

建
築

基
準

法
及

び
東

京
都

建
築

安
全

条
例

そ
の

他
の

建
築

基
準

関
係

規
定

に
基

づ
き

上
記

項
目

に
適

合
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

い
た

し
ま

し
た

。

登
録

番
号

登
録

番
号

建
築

士
免

許
の

種
類

住
所

確
認

年
月

日

年
　

　
　

　
　

月
　

　
　

　
　

日

6
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第５号様式（第９条関係） 
 
 
 
 
 
 
 
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

50 ㎜ 

50 ㎜ 

住宅宿泊事業（民泊） 

Private Lodging Business 

東京都北区届出済 

CERTIFIED 【  】 

M130000000 

用途地域・制限日数 

区指定標識（居住型） 

- 19 -



第６号様式（第９条関係） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

用途地域・制限日数 

50 ㎜ 

住宅宿泊事業（民泊） 
Private Lodging Business 

東京都北区届出済 
CERTIFIED 【  】 

 

M130000000 

00-0000-0000 

区指定標識（隣接居住不在型） 

50 ㎜ 

- 20 -



第７号様式（第９条関係） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

用途地域・制限日数 

50 ㎜ 

住宅宿泊事業（民泊） 
Private Lodging Business 

東京都北区届出済 
CERTIFIED 【  】 

 

M130000000 

00-0000-0000 

区指定標識（不在型） 

50 ㎜ 

- 21 -



第８号様式（第９条関係） 
  
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
  

部屋番号又は階数 

Room Number or Floor Number 
 

事業者又は管理業者の氏名又は

名称 

Name of Certified 

Lodging Business Administrator 

 

事業者又は管理業者の緊急連絡

先 

Contact number of the Certified 

Lodging Business Administrator 

 

Private Lodging Business 
住宅宿泊事業（民泊） 

建物内届出済施設在中

CERTIFIED 【

【
東 京 都 北 区 長 

区指定標識（共同住宅等用） 

類型（用途地域・制限日数） 

120 ㎜ 

170 ㎜ 

- 22 -



第９号様式（第９条関係） 

年 月 日 

 

標識再発行申請書 

東京都北区長 殿 

住所 
氏名 

（法人にあっては、事務所の所在地、名称及び代表者の氏名） 

電話番号 
生年月日 

 
東京都北区住宅宿泊事業の適正な運営の確保に関する条例第１５条第４項の規定に基づ

き、下記のとおり、標識の再発行を申請いたします。 
 

記 

申請理由 □ 滅失   □ 汚損   □その他（       ） 

再発行する
標識の種類 
及び枚数 

法定標識  
□ 省令第４号様式（居住型） （      ）枚 
□ 省令第５号様式（隣接居住型） （      ）枚 
□ 省令第６号様式（不在型） （      ）枚 
区指定標識  
□ 規則第５号様式（居住型） （      ）枚 
□ 規則第６号様式（隣接居住不在型） （      ）枚 
□ 規則第７号様式（不在型） （      ）枚 
□ 規則第８号様式（共同住宅等用） （      ）枚 

記載事項 
 
（該当事項 

のみ記載） 

届出番号  
届出年月日  
住宅宿泊事業者名  
住宅宿泊事業者の緊急連絡先  
住宅宿泊管理業者名  
住宅宿泊管理業者の登録番号  
住宅宿泊管理業者の緊急連絡先  
部屋番号又は階数  
用途地域  
制限日数  

- 23 -



        

東

京

都

北

区

旅

館

業

法

施

行

細

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

を

公

布

す

る

。

 

  

令

和

八

年

十

月

七

日

 

  

東

京

都

北

区

長
 

 

山

 

田

 

加

 

奈

 

子

 



東

京

都

北

区

規

則

第

八

十

八

号

 

東

京

都

北

区

旅

館

業

法

施

行

細

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

 
東

京

都

北

区

旅

館

業

法

施

行

細

則

（

昭

和

五

十

五

年

五

月

東

京

都

北

区

規

則

第

二

十

七

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

 

 

第

二

条

第

二

項

第

九

号

中

「

区

分

所

有

者

を

い

う

」

及

び

「

専

有

部

分

を

い

う

」

の

下

に

「

。

以

下

同

じ

」

を

加

え

、

同

項

に

次

の

三

号

を

加

え

る

。

 

 

十

 

条

例

第

二

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

周

知

の

実

施

状

況

を

記

載

し

た

書

類

 

十

一

 

建

築

基

準

法

（

昭

和

二

十

五

年

法

律

第

二

百

一

号

）

第

六

条

第

一

項

若

し

く

は

第

六

条

の

二

第

一

項

（

第

八

十

七

条

第

一

項

に

お

い

て

準

用

す

る

場

合

を

含

む

。

）

に

規

定

す

る

確

認

を

要

す

る

工

事

を

伴

う

場

合

又

は

営

業

施

設

の

床

面

積

の

合

計

が

二

百

平

方

メ

ー

ト

ル

を

超

え

る

用

途

の

変

更

を

伴

う

場

合

は

、

同

法

第

六

条

第

一

項

又

は

第

六

条

の

二

第

一

項

（

第

八

十

七

条

第

一

項

に

お

い

て

準

用

す

る

場

合

を

含

む

。

）

に

規

定

す

る

確

認

済

証

の

写

し

 

十

二

 

既

存

建

築

物

を

用

途

変

更

す

る

場

合

で

あ

つ

て

、

営

業

施

設

の

床

面

積

の

合

計

が

二

百

平

方

メ

ー

ト

ル

以

下

の

も

の

は

、

当

該

営

業

施

設

が

建

築

基

準

法

第

六

条

第

一

項

の

建

築

基

準

関

係

規

定

に

適

合

し

て

い

る

こ

と

を

建

築

士

が

証

す

る

書

類

 

 

第

六

条

第

二

項

に

次

の

二

号

を

加

え

る

。

 

三

 

建

築

基

準

法

第

六

条

第

一

項

若

し

く

は

第

六

条

の

二

第

一

項

（

第

八

十

七

条

第

一

項

に

お

い

て

準

用

す

る

場

合

を

含

む

。

）

に

規

定

す

る

確

認

を

要

す

る

工

事

を

伴

う

場

合

又

は

営

業

- 1 -



施

設

の

床

面

積

の

合

計

が

二

百

平

方

メ

ー

ト

ル

を

超

え

る

用

途

の

変

更

を

伴

う

場

合

は

、

同

法

第

六

条

第

一

項

又

は

第

六

条

の

二

第

一

項

（

第

八

十

七

条

第

一

項

に

お

い

て

準

用

す

る

場

合

を

含

む

。

）

に

規

定

す

る

確

認

済

証

の

写

し

 

四

 

既

存

建

築

物

を

用

途

変

更

す

る

場

合

で

あ

つ

て

、

営

業

施

設

の

床

面

積

の

合

計

が

二

百

平

方

メ

ー

ト

ル

以

下

の

も

の

は

、

当

該

営

業

施

設

が

建

築

基

準

法

第

六

条

第

一

項

の

建

築

基

準

関

係

規

定

に

適

合

し

て

い

る

こ

と

を

建

築

士

が

証

す

る

書

類

 

 

第

七

条

を

同

条

第

二

項

と

し

、

同

条

に

第

一

項

と

し

て

次

の

一

項

を

加

え

る

。

 

第

七

条

 

省

令

第

四

条

の

二

第

一

項

に

規

定

す

る

宿

泊

者

名

簿

の

正

確

な

記

載

を

確

保

す

る

た

め

の

措

置

は

、

対

面

又

は

次

の

い

ず

れ

か

に

該

当

す

る

情

報

通

信

技

術

を

活

用

し

た

方

法

に

よ

り

、

本

人

確

認

を

行

う

こ

と

と

す

る

。

た

だ

し

、

条

例

第

五

条

第

六

号

イ

に

掲

げ

る

営

業

を

行

う

施

設

に

つ

い

て

は

、

次

の

い

ず

れ

か

に

該

当

す

る

情

報

通

信

技

術

を

活

用

し

た

方

法

に

よ

る

本

人

確

認

に

限

る

。

 

一

 

宿

泊

者

の

顔

及

び

旅

券

又

は

身

分

証

明

書

等

が

画

像

に

よ

り

鮮

明

に

確

認

で

き

、

か

つ

、

当

該

画

像

が

営

業

施

設

の

近

傍

か

ら

発

信

さ

れ

て

い

る

こ

と

が

確

認

で

き

る

方

法

 

二

 

事

前

に

共

有

し

た

宿

泊

者

の

本

人

確

認

情

報

及

び

営

業

者

の

発

行

す

る

暗

証

番

号

等

を

営

業

施

設

に

備

付

け

の

機

器

を

用

い

て

宿

泊

者

自

ら

の

操

作

に

よ

り

照

合

で

き

、

か

つ

、

ビ

デ

オ

カ

メ

ラ

そ

の

他

の

撮

影

機

器

（

録

画

機

能

を

有

す

る

も

の

に

限

る

。

）

に

よ

り

宿

泊

者

の

顔

を

鮮

明

な

画

像

に

よ

り

確

認

す

る

こ

と

が

で

き

る

方

法
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第

八

条

の

見

出

し

を

「

（

周

辺

地

域

の

住

民

等

に

対

す

る

周

知

）

」

に

改

め

、

同

条

第

一

項

中

「

第

二

条

」

を

「

第

二

条

第

一

項

」

に

改

め

、

同

項

第

四

号

中

「

申

請

者

氏

名

」

を

「

申

請

者

の

氏

名

又

は

名

称

」

に

改

め

、

同

項

第

五

号

中

「

管

理

者

氏

名

」

を

「

管

理

者

の

氏

名

又

は

名

称

」

に

改

め

、

同

項

第

六

号

中

「

周

辺

住

民

等

」

を

「

周

辺

地

域

の

住

民

等

」

に

改

め

、

同

条

第

二

項

中

「

第

二

条

」

を

「

第

二

条

第

一

項

」

に

改

め

、

同

項

第

二

号

中

「

十

五

メ

ー

ト

ル

」

を

「

二

十

メ

ー

ト

ル

」

に

改

め

、

同

項

第

三

号

中

「

営

業

施

設

が

」

の

下

に

「

長

屋

又

は

」

を

加

え

、

同

項

第

四

号

中

「

周

辺

地

域

」

を

「

存

す

る

地

域

」

に

、

「

か

ら

要

望

が

あ

つ

た

場

合

は

、

当

該

町

会

又

は

自

治

会

の

会

長

」

を

「

の

代

表

者

」

に

改

め

、

同

項

に

次

の

二

号

を

加

え

る

。

 

五

 

営

業

施

設

が

二

以

上

の

区

分

所

有

者

が

存

す

る

建

築

物

で

あ

る

場

合

で

あ

つ

て

、

当

該

建

築

物

に

人

の

居

住

の

用

に

供

す

る

専

有

部

分

が

あ

る

と

き

は

、

当

該

建

築

物

の

管

理

組

合

又

は

管

理

者

等

（

マ

ン

シ

ョ

ン

の

管

理

の

適

正

化

の

推

進

に

関

す

る

法

律

第

二

条

第

四

号

に

規

定

す

る

管

理

者

等

を

い

う

。

）

 

六

 

前

各

号

に

掲

げ

る

者

の

ほ

か

、

区

長

が

必

要

と

認

め

る

者

 

 

第

八

条

に

次

の

五

項

を

加

え

る

。

 

３

 

条

例

第

二

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

周

知

は

、

二

回

以

上

の

説

明

会

を

開

催

す

る

と

と

も

に

、

旅

館

業

を

営

む

旨

及

び

第

一

項

各

号

に

掲

げ

る

事

項

（

次

項

に

お

い

て

「

周

知

事

項

」

と

い

う

。

）

を

記

載

し

た

書

面

を

、

公

衆

の

見

や

す

い

場

所

に

、

掲

示

す

る

こ

と

に

よ

り

行

わ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。
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４
 

前

項

の

規

定

に

よ

る

説

明

会

の

開

催

に

当

た

つ

て

は

、

事

前

に

、

当

該

説

明

会

を

開

催

す

る

日

時

及

び

場

所

並

び

に

周

知

事

項

を

記

載

し

た

書

面

を

、

第

二

項

各

号

に

掲

げ

る

者

に

配

布

又

は

送

付

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

 

５

 

条

例

第

二

条

第

二

項

に

規

定

す

る

規

則

で

定

め

る

事

項

は

、

次

の

と

お

り

と

す

る

。

 

一

 

営

業

施

設

の

名

称

 

二

 

営

業

施

設

の

所

在

地

 

三

 

営

業

者

の

氏

名

又

は

名

称

及

び

緊

急

連

絡

先

（

法

第

三

条

の

三

第

一

項

及

び

第

三

条

の

四

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

営

業

者

の

地

位

の

承

継

に

伴

う

変

更

を

除

く

。

）

 

四

 

管

理

業

務

を

委

託

し

て

い

た

場

合

は

、

管

理

者

の

氏

名

又

は

名

称

及

び

緊

急

連

絡

先

 

五

 

周

辺

地

域

の

住

民

等

か

ら

の

問

合

せ

の

方

法

 

６

 

条

例

第

二

条

第

二

項

に

規

定

す

る

規

則

で

定

め

る

者

は

、

第

二

項

各

号

に

掲

げ

る

者

と

す

る

。

 

７

 

条

例

第

二

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

る

周

知

は

、

当

該

変

更

す

る

事

項

を

記

載

し

た

書

面

を

配

布

又

は

送

付

す

る

こ

と

に

よ

り

行

わ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

 

 

第

十

四

条

第

三

号

を

次

の

よ

う

に

改

め

る

。

 

 

三

 

営

業

者

又

は

管

理

者

の

氏

名

又

は

名

称

 

 

第

十

六

条

の

次

に

次

の

一

条

を

加

え

る

。

 

（

常

駐

す

る

た

め

の

部

屋

と

客

室

、

廊

下

等

と

の

境

）
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第

十

六

条

の

二

 

条

例

第

八

条

第

十

一

号

イ

に

規

定

す

る

規

則

で

定

め

る

も

の

は

、

ふ

す

ま

、

板

戸

又

は

こ

れ

ら

に

類

す

る

物

に

よ

る

も

の

で

壁

造

り

に

準

ず

る

も

の

と

す

る

。

 

 

第

十

七

条

（

見

出

し

を

含

む

。

）

中

「

第

八

条

第

一

号

た

だ

し

書

及

び

」

を

削

る

。

 

 

第

十

七

条

の

次

に

次

の

一

条

を

加

え

る

。

 

（

玄

関

帳

場

に

代

替

す

る

機

能

を

有

す

る

設

備

）

 

第

十

七

条

の

二

 
条

例

第

九

条

第

一

項

第

三

号

イ

⑴

に

規

定

す

る

規

則

で

定

め

る

設

備

は

、

次

に

掲

げ

る

も

の

と

す

る

。
 

一

 

宿

泊

者

の

本

人

確

認

や

宿

泊

者

以

外

の

出

入

り

の

状

況

の

確

認

が

で

き

る

ビ

デ

オ

カ

メ

ラ

そ

の

他

の

撮

影

機

器

（

録

画

機

能

を

有

す

る

も

の

に

限

る

。

）

 

二

 

暗

証

番

号

の

入

力

に

よ

り

鍵

を

用

い

ず

に

客

室

の

解

錠

を

可

能

と

す

る

装

置

で

あ

つ

て

、

次

の

い

ず

れ

に

も

該

当

す

る

も

の
 

ア

 

営

業

従

事

者

等

が

管

理

事

務

所

等

の

遠

隔

か

ら

、

宿

泊

者

ご

と

に

暗

証

番

号

の

設

定

が

可

能

で

あ

る

こ

と

。

 

イ

 

客

室

の

扉

に

備

え

付

け

ら

れ

て

い

る

こ

と

。

 

 

第

十

八

条

第

一

号

中

「

お

お

む

ね

十

分

以

内

に

」

を

「

営

業

施

設

の

敷

地

の

境

界

線

か

ら

水

平

距

離

で

二

十

メ

ー

ト

ル

以

内

よ

り

速

や

か

に

」

に

改

め

る

。

 

 
 

 

付

 

則

 

 

（

施

行

期

日

）
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１
 

こ

の

規

則

は

、

令

和

八

年

十

一

月

七

日

か

ら

施

行

す

る

。

た

だ

し

、

第

十

六

条

の

次

に

一

条

を

加

え

る

改

正

規

定

、

第

十

七

条

の

次

に

一

条

を

加

え

る

改

正

規

定

及

び

第

十

八

条

第

一

号

の

改

正

規

定

は

、

令

和

九

年

一

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。

 

 

（

経

過

措

置

）

 

２

 

前

項

た

だ

し

書

に

規

定

す

る

改

正

規

定

の

施

行

の

際

、

現

に

旅

館

業

法

（

昭

和

二

十

三

年

法

律

第

百

三

十

八

号

）

第

三

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

経

営

の

許

可

を

受

け

て

い

る

簡

易

宿

所

営

業

（

東

京

都

北

区

旅

館

業

法

施

行

条

例

（

平

成

二

十

四

年

三

月

東

京

都

北

区

条

例

第

四

号

）

第

五

条

第

六

号

イ

に

掲

げ

る

営

業

に

限

る

。

以

下

同

じ

。

）

の

施

設

及

び

現

に

簡

易

宿

所

営

業

に

係

る

当

該

許

可

の

申

請

が

な

さ

れ

て

い

る

施

設

の

体

制

が

、

こ

の

規

則

に

よ

る

改

正

後

の

東

京

都

北

区

旅

館

業

法

施

行

細

則

第

十

八

条

第

一

号

の

規

定

に

よ

り

難

い

場

合

に

は

、

同

号

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

な

お

従

前

の

例

に

よ

る

こ

と

が

で

き

る

。

た

だ

し

、

前

項

た

だ

し

書

に

規

定

す

る

改

正

規

定

の

施

行

の

日

以

後

に

同

法

第

三

条

の

二

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

営

業

者

の

地

位

を

承

継

し

た

者

に

係

る

簡

易

宿

所

営

業

の

施

設

の

体

制

に

つ

い

て

は

、

こ

の

限

り

で

な

い

。
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東

京

都

北

区

家

庭

的

保

育

事

業

等

の

設

備

及

び

運

営

に

関

す

る

基

準

を

定

め

る

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

を

公

布

す

る

。

 

  

令

和

八

年

十

月

七

日

 

  

東

京

都

北

区

長
 

 

山

 

田

 

加

 

奈

 

子

 



東

京

都

北

区

規

則

第

八

十

九

号

 

 
 

 

東

京

都

北

区

家

庭

的

保

育

事

業

等

の

設

備

及

び

運

営

に

関

す

る

基

準

を

定

め

る

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

 

東

京

都

北

区

家

庭

的

保

育

事

業

等

の

設

備

及

び

運

営

に

関

す

る

基

準

を

定

め

る

条

例

施

行

規

則

（

平

成

二

十

六

年

九

月

東

京

都

北

区

規

則

第

三

十

八

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

 

第

三

条

第

一

項

中

「

事

項

」

の

下

に

「

（

満

三

歳

以

上

限

定

小

規

模

保

育

事

業

を

行

う

事

業

者

（

以

下

「

満

三

歳

以

上

限

定

小

規

模

保

育

事

業

者

」

と

い

う

。

）

に

あ

っ

て

は

、

第

一

号

及

び

第

二

号

に

掲

げ

る

事

項

）

」

を

加

え

、

同

項

第

三

号

中

「

当

該

家

庭

的

保

育

事

業

者

等

」

の

下

に

「

（

満

三

歳

以

上

限

定

小

規

模

保

育

事

業

者

を

除

く

。

第

六

項

及

び

第

七

項

に

お

い

て

同

じ

。

）

」

を

加

え

、

同

条

第

七

項

中

「

の

も

の

に

限

る

。

）

」

の

下

に

「

又

は

満

三

歳

以

上

限

定

小

規

模

保

育

事

業

を

行

う

事

業

所

」

を

加

え

る

。
 

第

八

条

第

六

号

中

「

利

用

定

員

」

の

下

に

「

（

満

三

歳

以

上

限

定

小

規

模

保

育

事

業

者

に

あ

っ

て

は

、

満

三

歳

以

上

の

幼

児

の

利

用

定

員

）

」

を

加

え

る

。

 

第

十

三

条

第

三

項

第

三

号

中

「

第

六

条

の

三

第

十

項

第

二

号

」

の

下

に

「

又

は

第

三

号

」

を

加

え

る

。

 

第

三

十

二

条

中

「

、

同

条

第

四

号

中

「

次

号

並

び

に

第

十

七

条

第

四

号

及

び

第

五

号

」

と

あ

る

の

は

「

第

三

十

二

条

に

お

い

て

準

用

す

る

次

号

」

と

」

を

削

る

。

 

付

則

第

五

条

中

「

家

庭

的

保

育

事

業

等

」

の

下

に

「

（

満

三

歳

以

上

限

定

小

規

模

保

育

事

業

を

- 1 -



除

く

。

）

」

を

加

え

る

。

 

付

 

則

 
こ

の

規

則

は

、

公

布

の

日

か

ら

施

行

す

る

。
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東

京

都

北

区

特

定

教

育

・

保

育

施

設

及

び

特

定

地

域

型

保

育

事

業

の

運

営

に

関

す

る

基

準

を

定

め

る

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

を

公

布

す

る

。

 

  

令

和

八

年

十

月

七

日

 

  

東

京

都

北

区

長

 
 

山

 

田

 

加

 

奈

 

子

 



東

京

都

北

区

規

則

第

九

十

号

 

東

京

都

北

区

特

定

教

育

・

保

育

施

設

及

び

特

定

地

域

型

保

育

事

業

の

運

営

に

関

す

る

基

準

を

定

め

る

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

 

東

京

都

北

区

特

定

教

育

・

保

育

施

設

及

び

特

定

地

域

型

保

育

事

業

の

運

営

に

関

す

る

基

準

を

定

め

る

条

例

施

行

規

則

（

平

成

二

十

六

年

九

月

東

京

都

北

区

規

則

第

三

十

九

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

 

目

次

中

「

・

第

二

十

一

条

」

を

「

―

第

二

十

一

条

」

に

改

め

る

。

 

第

五

条

第

一

項

中

「

同

号

に

掲

げ

る

小

学

校

就

学

前

子

ど

も

に

該

当

す

る

教

育

・

保

育

給

付

認

定

子

ど

も

」

を

「

教

育

認

定

子

ど

も

」

に

改

め

、

同

条

第

二

項

中

「

法

第

十

九

条

第

二

号

又

は

第

三

号

に

掲

げ

る

小

学

校

就

学

前

子

ど

も

に

該

当

す

る

教

育

・

保

育

給

付

認

定

子

ど

も

」

を

「

満

三

歳

以

上

保

育

認

定

子

ど

も

又

は

満

三

歳

未

満

保

育

認

定

子

ど

も

（

特

定

満

三

歳

以

上

保

育

認

定

子

ど

も

を

除

く

。

）

」

に

、

「

同

条

第

二

号

」

を

「

法

第

十

九

条

第

二

号

」

に

改

め

る

。

 

第

六

条

第

四

項

第

三

号

ア

及

び

イ

中

「

法

第

十

九

条

第

一

号

に

掲

げ

る

小

学

校

就

学

前

子

ど

も

に

該

当

す

る

教

育

・

保

育

給

付

認

定

子

ど

も

」

を

「

教

育

認

定

子

ど

も

」

に

、

「

法

第

十

九

条

第

二

号

に

掲

げ

る

小

学

校

就

学

前

子

ど

も

に

該

当

す

る

教

育

・

保

育

給

付

認

定

子

ど

も

」

を

「

満

三

歳

以

上

保

育

認

定

子

ど

も

」

に

改

め

る

。

 

第

十

一

条

第

二

項

中

「

同

号

に

掲

げ

る

小

学

校

就

学

前

子

ど

も

に

該

当

す

る

教

育

・

保

育

給

付

認

定

子

ど

も

」

を

「

特

定

教

育

・

保

育

施

設

（

条

例

第

六

条

第

二

項

に

規

定

す

る

特

定

教

育

・

保

- 1 -



育

施

設

を

い

う

。

以

下

こ

の

項

に

お

い

て

同

じ

。

）

」

と

あ

る

の

は

「

特

定

教

育

・

保

育

施

設

（

特

別

利

用

保

育

を

提

供

し

て

い

る

施

設

に

限

る

。

以

下

こ

の

項

に

お

い

て

同

じ

。

）

」

と

、

「

教

育

認

定

子

ど

も

」

に

、

「

同

号

又

は

法

第

十

九

条

第

二

号

に

掲

げ

る

小

学

校

就

学

前

子

ど

も

に

該

当

す

る

教

育

・

保

育

給

付

認

定

子

ど

も

」

を

「

教

育

認

定

子

ど

も

又

は

満

三

歳

以

上

保

育

認

定

子

ど

も

」

と

、

「

同

号

」

と

あ

る

の

は

「

同

条

第

二

号

」

に

、

「

同

条

第

四

項

第

三

号

イ

 

中

「

教

育

・

保

育

給

付

認

定

子

ど

も

」

と

あ

る

の

は

「

教

育

・

保

育

給

付

認

定

子

ど

も

」

を

「

同

条

第

四

項

第

三

号

イ

 
中

「

教

育

認

定

子

ど

も

」

と

あ

る

の

は

「

教

育

認

定

子

ど

も

」

に

、

「

同

号

イ

 

中

「

教

育

・

保

育

給

付

認

定

子

ど

も

」

と

あ

る

の

は

「

教

育

・

保

育

給

付

認

定

子

ど

も

」

を

「

同

号

イ

 

中

「

満

三

歳

以

上

保

育

認

定

子

ど

も

」

と

あ

る

の

は

「

満

三

歳

以

上

保

育

認

定

子

ど

も

」

に

改

め

る

。

 

第

十

二

条

第

二

項

中

「

第

五

条

第

一

項

中

」

の

下

に

「

「

利

用

の

申

込

み

に

係

る

法

第

十

九

条

第

一

号

に

掲

げ

る

小

学

校

就

学

前

子

ど

も

の

数

」

と

あ

る

の

は

「

利

用

の

申

込

み

に

係

る

法

第

十

九

条

第

二

号

に

掲

げ

る

小

学

校

就

学

前

子

ど

も

の

数

」

と

、

」

を

加

え

、

「

利

用

の

申

込

み

に

係

る

法

第

十

九

条

第

一

号

に

掲

げ

る

小

学

校

就

学

前

子

ど

も

の

数

」

と

あ

る

の

は

「

利

用

の

申

込

み

に

係

る

法

第

十

九

条

第

二

号

に

掲

げ

る

小

学

校

就

学

前

子

ど

も

の

数

」

と

、

「

同

号

に

掲

げ

る

小

学

校

就

学

前

子

ど

も

に

該

当

す

る

教

育

・

保

育

給

付

認

定

子

ど

も

」

を

「

教

育

認

定

子

ど

も

」

に

、

「

同

条

第

一

号

又

は

第

二

号

に

掲

げ

る

小

学

校

就

学

前

子

ど

も

に

該

当

す

る

教

育

・

保

育

給

付

認

定

子

ど

も

」

を

「

教

育

認

定

子

ど

も

又

は

満

三

歳

以

上

保

育

認

定

子

ど

も

」

に

、

「

教

育

・

保

育

（ア） 

（ア） 

（イ） 

（イ） 
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給

付

認

定

子

ど

も

」

と

あ

る

の

は

「

教

育

・

保

育

給

付

認

定

子

ど

も

（

特

別

利

用

保

育

を

受

け

る

者

を

除

く

」

を

「

教

育

認

定

子

ど

も

」

と

あ

る

の

は

「

教

育

認

定

子

ど

も

（

特

別

利

用

教

育

を

受

け

る

者

を

含

む

」

に

、

「

教

育

・

保

育

給

付

認

定

子

ど

も

」

と

あ

る

の

は

「

教

育

・

保

育

給

付

認

定

子

ど

も

（

特

別

利

用

保

育

を

受

け

る

者

を

含

む

」

を

「

満

三

歳

以

上

保

育

認

定

子

ど

も

」

と

あ

る

の

は

「

満

三

歳

以

上

保

育

認

定

子

ど

も

（

特

別

利

用

教

育

を

受

け

る

者

を

除

く

」

に

改

め

る

。

 

第

十

三

条

第

二

項

を

次

の

よ

う

に

改

め

る

。

 

２

 

条

例

第

三

十

七

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

、

特

定

地

域

型

保

育

事

業

者

（

満

三

歳

以

上

限

定

小

規

模

保

育

事

業

者

を

除

く

。

）

は

、

次

の

各

号

に

掲

げ

る

地

域

型

保

育

事

業

の

区

分

に

応

じ

、

当

該

地

域

型

保

育

事

業

を

行

う

事

業

所

ご

と

に

、

当

該

各

号

に

定

め

る

利

用

定

員

を

、

満

一

歳

に

満

た

な

い

小

学

校

就

学

前

子

ど

も

と

満

一

歳

以

上

の

小

学

校

就

学

前

子

ど

も

と

に

区

分

し

て

定

め

る

も

の

と

す

る

。

 

一

 

家

庭

的

保

育

事

業

、

満

三

歳

未

満

等

小

規

模

保

育

事

業

（

児

童

福

祉

法

第

六

条

の

三

第

十

項

に

規

定

す

る

小

規

模

保

育

事

業

（

同

項

第

三

号

に

掲

げ

る

事

業

を

除

く

。

）

を

い

う

。

）

及

び

居

宅

訪

問

型

保

育

事

業

 

法

第

十

九

条

第

三

号

に

掲

げ

る

小

学

校

就

学

前

子

ど

も

に

係

る

利

用

定

員

 

二

 

事

業

所

内

保

育

事

業

 

法

第

四

十

三

条

第

三

項

に

規

定

す

る

労

働

者

等

監

護

満

三

歳

未

満

小

学

校

就

学

前

子

ど

も

に

係

る

利

用

定

員

及

び

そ

の

他

の

法

第

十

九

条

第

三

号

に

掲

げ

る

小

学

校

就

学

前

子

ど

も

に

係

る

利

用

定

員
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第

十

三

条

に

次

の

一

項

を

加

え

る

。

 
３

 
条

例

第

三

十

七

条

第

三

項

の

規

定

に

よ

り

、

特

定

地

域

型

保

育

事

業

者

（

満

三

歳

以

上

限

定

小

規

模

保

育

事

業

者

に

限

る

。

）

は

、

満

三

歳

以

上

限

定

小

規

模

保

育

事

業

を

行

う

事

業

所

ご

と

に

、

法

第

十

九

条

第

二

号

に

掲

げ

る

小

学

校

就

学

前

子

ど

も

に

係

る

利

用

定

員

を

定

め

る

も

の

と

す

る

。
 

第

十

四

条

に

次

の

一

項

を

加

え

る

。

 

２

 

条

例

第

三

十

九

条

第

三

項

に

規

定

す

る

規

則

で

定

め

る

場

合

は

、

利

用

の

申

込

み

に

係

る

法

第

十

九

条

第

二

号

に

掲

げ

る

小

学

校

就

学

前

子

ど

も

の

数

及

び

特

定

地

域

型

保

育

事

業

所

を

現

に

利

用

し

て

い

る

満

三

歳

以

上

保

育

認

定

子

ど

も

の

総

数

が

、

当

該

特

定

地

域

型

保

育

事

業

所

の

同

号

に

掲

げ

る

小

学

校

就

学

前

子

ど

も

の

区

分

に

係

る

利

用

定

員

の

総

数

を

超

え

る

場

合

と

す

る

。

 

 

第

十

五

条

第

一

項

第

一

号

中

「

満

三

歳

未

満

保

育

認

定

子

ど

も

」

を

「

保

育

認

定

子

ど

も

」

に

改

め

、

同

項

第

三

号

中

「

特

定

地

域

型

保

育

事

業

者

」

の

下

に

「

（

満

三

歳

以

上

限

定

小

規

模

保

育

事

業

者

を

除

く

。

第

六

項

及

び

第

七

項

に

お

い

て

同

じ

。

）

」

を

、

「

に

よ

り

特

定

地

域

型

保

育

」

の

下

に

「

（

満

三

歳

以

上

限

定

小

規

模

保

育

を

除

く

。

第

六

項

に

お

い

て

同

じ

。

）

」

を

、

「

そ

の

他

の

」

の

下

に

「

法

第

十

九

条

第

三

号

に

掲

げ

る

」

を

加

え

、

同

条

第

七

項

中

「

も

の

に

限

る

。

）

」

の

下

に

「

又

は

満

三

歳

以

上

限

定

小

規

模

保

育

事

業

を

行

う

事

業

所

」

を

加

え

、

同

条

第

八

項

中

「

第

四

十

二

条

第

三

項

」

を

「

第

四

十

二

条

第

四

項

」

に

改

め

、

同

項

を

同

条

第

九

- 4 -



項

と

し

、

同

条

第

七

項

の

次

に

次

の

一

項

を

加

え

る

。

 
８

 
条

例

第

四

十

二

条

第

二

項

に

規

定

す

る

規

則

で

定

め

る

も

の

は

、

第

一

項

第

三

号

に

掲

げ

る

事

項

と

す

る

。

 

 

第

十

七

条

第

七

号

中

「

第

三

十

九

条

第

二

項

」

の

下

に

「

及

び

第

三

項

」

を

加

え

る

。

 

 

第

二

十

条

の

見

出

し

を

削

り

、

同

条

の

前

に

見

出

し

と

し

て

「

（

特

別

利

用

地

域

型

保

育

の

基

準

）

」

を

付

し

、

同

条

に

次

の

一

項

を

加

え

る

。

 

２

 

条

例

第

五

十

一

条

第

三

項

前

段

の

規

定

に

よ

る

場

合

に

お

け

る

第

十

四

条

及

び

第

十

六

条

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

第

十

四

条

第

一

項

中

「

利

用

の

申

込

み

に

係

る

法

第

十

九

条

第

三

号

に

掲

げ

る

小

学

校

就

学

前

子

ど

も

の

数

」

と

あ

る

の

は

「

利

用

の

申

込

み

に

係

る

法

第

十

九

条

第

一

号

に

掲

げ

る

小

学

校

就

学

前

子

ど

も

の

数

」

と

、

「

満

三

歳

未

満

保

育

認

定

子

ど

も

（

特

定

満

三

歳

以

上

保

育

認

定

子

ど

も

を

除

く

。

以

下

こ

の

章

に

お

い

て

同

じ

。

）

」

と

あ

る

の

は

「

教

育

認

定

子

ど

も

及

び

満

三

歳

未

満

保

育

認

定

子

ど

も

（

特

定

満

三

歳

以

上

保

育

認

定

子

ど

も

を

除

き

、

条

例

第

五

十

二

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

特

定

利

用

地

域

型

保

育

を

提

供

す

る

場

合

に

あ

っ

て

は

、

当

該

特

定

利

用

地

域

型

保

育

の

対

象

と

な

る

満

三

歳

以

上

保

育

認

定

子

ど

も

を

含

む

。

）

」

と

、

「

同

号

」

と

あ

る

の

は

「

法

第

十

九

条

第

三

号

」

と

、

第

十

六

条

第

二

項

中

「

法

第

二

十

九

条

第

三

項

第

一

号

に

掲

げ

る

額

」

と

あ

る

の

は

「

法

第

三

十

条

第

二

項

第

二

号

の

内

閣

総

理

大

臣

が

定

め

る

基

準

に

よ

り

算

定

し

た

費

用

の

額

」

と

、

同

条

第

四

項

中

「

掲

げ

る

費

用

」

と

あ

る

の

は

「

掲

げ

る

費

用

及

び

食

事

の

提

供

（

第

六

条

第

四

項

第

三

号

ア

又

は

イ

- 5 -



に

掲

げ

る

も

の

を

除

く

。

）

に

要

す

る

費

用

」

と

す

る

。

 

 
第

二

十

条

の

次

に

次

の

一

条

を

加

え

る

。

 

第

二

十

条

の

二

 

条

例

第

五

十

一

条

の

二

第

二

項

に

規

定

す

る

規

則

で

定

め

る

利

用

定

員

の

数

は

、

第

十

三

条

第

三

項

の

規

定

に

よ

り

定

め

ら

れ

た

利

用

定

員

の

数

と

す

る

。

 

２

 

条

例

第

五

十

一

条

の

二

第

三

項

前

段

の

規

定

に

よ

る

場

合

に

お

け

る

第

十

四

条

及

び

第

十

六

条

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

第

十

四

条

第

二

項

中

「

第

十

九

条

第

二

号

」

と

あ

る

の

は

「

第

十

九

条

第

一

号

」

と

、

「

満

三

歳

以

上

保

育

認

定

子

ど

も

」

と

あ

る

の

は

「

教

育

認

定

子

ど

も

又

は

満

三

歳

以

上

保

育

認

定

子

ど

も

」

と

、

「

同

号

」

と

あ

る

の

は

「

同

条

第

二

号

」

と

、

第

十

六

条

第

二

項

中

「

法

第

二

十

九

条

第

三

項

第

一

号

に

掲

げ

る

額

」

と

あ

る

の

は

「

法

第

三

十

条

第

二

項

第

二

号

の

内

閣

総

理

大

臣

が

定

め

る

基

準

に

よ

り

算

定

し

た

費

用

の

額

」

と

、

同

条

第

四

項

中

「

掲

げ

る

費

用

」

と

あ

る

の

は

「

掲

げ

る

費

用

及

び

食

事

の

提

供

（

第

六

条

第

四

項

第

三

号

ア

又

は

イ

に

掲

げ

る

も

の

を

除

く

。

）

に

要

す

る

費

用

」

と

す

る

。

 

 

第

二

十

一

条

第

二

項

中

「

令

第

四

条

第

一

項

第

二

号

に

規

定

す

る

満

三

歳

以

上

保

育

認

定

子

ど

も

を

い

う

」

を

「

特

定

満

三

歳

以

上

保

育

認

定

子

ど

も

を

除

く

」

に

改

め

る

。

 

 
 

 

付

 

則

 

 

こ

の

規

則

は

、

公

布

の

日

か

ら

施

行

す

る

。
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東

京

都

北

区

立

児

童

館

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

を

公

布

す

る

。 

   
 

令

和

八

年

十

月

七

日

 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

東

京

都

北

区

長

 
 

山

 

田

 

加

 

奈

 

子

 

   



東

京

都

北

区

規

則

第

九

十

一

号

 

 

東

京

都

北

区

立

児

童

館

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

 

 

東

京

都

北

区

立

児

童

館

条

例

施

行

規

則

（

平

成

七

年

三

月

東

京

都

北

区

規

則

第

十

一

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。 

 

第

二

条

中

「

条

例

第

二

条

第

二

項

に

規

定

す

る

条

例

別

表

第

二

に

掲

げ

る

」

を

削

り

、

同

条

第

二

号

中

「

子

ど

も

・

テ

ィ

ー

ン

ズ

セ

ン

タ

ー

」

の

下

に

「

（

東

京

都

北

区

立

志

茂

子

ど

も

交

流

館

を

含

む

。

）

」

を

加

え

る

。 

 

第

四

条

第

二

項

中

「

別

表

第

一

」

を

「

別

表

」

に

改

め

る

。 

第

五

条

第

一

号

を

次

の

よ

う

に

改

め

る

。 

一

 

次

の

表

の

上

欄

に

掲

げ

る

児

童

館

に

つ

い

て

、

そ

れ

ぞ

れ

同

表

下

欄

に

掲

げ

る

定

期

休

館

日

 

 
 

東

京

都

北

区

立

栄

町

子

ど

も

セ

ン

タ

ー 

東

京

都

北

区

立

西

ケ

原

子

ど

も

セ

ン

タ

ー 

東

京

都

北

区

立

十

条

台

子

ど

も

セ

ン

タ

ー 

東

京

都

北

区

立

赤

羽

子

ど

も

セ

ン

タ

ー 

児

童

館

の

名

称

 

日

曜

日

及

び

毎

月

の

第

一

月

曜

日

 

月

曜

日

 

定

期

休

館

日
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東

京

都

北

区

立

浮

間

子

ど

も

・

テ

ィ

ー

ン

ズ

セ

ン

タ

ー 

東

京

都

北

区

立

西

が

丘

子

ど

も

セ

ン

タ

ー 

東

京

都

北

区

立

東

十

条

東

子

ど

も

セ

ン

タ

ー 

東

京

都

北

区

立

王

子

東

子

ど

も

セ

ン

タ

ー 

東

京

都

北

区

立

滝

野

川

西

子

ど

も

セ

ン

タ

ー 

東

京

都

北

区

立

田

端

子

ど

も

セ

ン

タ

ー

東

田

端

分

室

 

東

京

都

北

区

立

田

端

子

ど

も

セ

ン

タ

ー 

東

京

都

北

区

立

桐

ケ

丘

子

ど

も

セ

ン

タ

ー 

東

京

都

北

区

立

豊

島

子

ど

も

セ

ン

タ

ー 

東

京

都

北

区

立

赤

羽

北

子

ど

も

セ

ン

タ

ー 

東

京

都

北

区

立

赤

羽

西

子

ど

も

セ

ン

タ

ー 
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別

表

第

一

中

「

東

京

都

北

区

立

滝

野

川

東

児

童

館

」

を

「

東

京

都

北

区

立

滝

野

川

東

子

ど

も

・

テ

ィ

ー

ン

ズ

セ

ン

タ

ー

」

に

、

「

東

京

都

北

区

立

豊

島

東

児

童

館

」

を

「

東

京

都

北

区

立

豊

島

東

子

ど

も

・

テ

ィ

ー

ン

ズ

セ

ン

タ

ー

」

に

、

「

東

京

都

北

区

立

袋

児

童

館

」

を

「

東

京

都

北

区

立

袋

子

ど

も

・

テ

ィ

ー

ン

ズ

セ

ン

タ

ー

」

に

改

め

る

。 

別

表

第

二

を

削

り

、

別

表

第

一

を

別

表

と

す

る

。 

東

京

都

北

区

立

八

幡

山

子

ど

も

セ

ン

タ

ー 

東

京

都

北

区

立

袋

子

ど

も

・

テ

ィ

ー

ン

ズ

セ

ン

タ

ー 

東

京

都

北

区

立

豊

島

東

子

ど

も

・

テ

ィ

ー

ン

ズ

セ

ン

タ

ー 

東

京

都

北

区

立

滝

野

川

東

子

ど

も

・

テ

ィ

ー

ン

ズ

セ

ン

タ

ー 

東

京

都

北

区

立

志

茂

子

ど

も

交

流

館

 
東

京

都

北

区

立

神

谷

子

ど

も

セ

ン

タ

ー 

日

曜

日
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付

 

則

 

こ

の

規

則

は

、

令

和

九

年

四

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。 

 

- 4 -



        

東

京

都

北

区

印

鑑

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

を

公

布

す

る

。

 

  

令

和

八

年

十

月

九

日

 

  

東

京

都

北

区

長
 

 

山

 

田

 

加

 

奈

 

子

 



東

京

都

北

区

規

則

第

九

十

二

号

 

東

京

都

北

区

印

鑑

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

 
東

京

都

北

区

印

鑑

条

例

施

行

規

則

（

昭

和

五

十

年

八

月

東

京

都

北

区

規

則

第

五

十

九

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

 

第

九

条

中

「

第

十

八

条

」

の

下

に

「

（

た

だ

し

書

を

除

く

。

）

」

を

加

え

、

「

う

え

」

を

「

上

、

」

に

、

「

か

つ

」

を

「

か

つ

、

」

に

改

め

、

「

返

付

す

る

」

の

下

に

「

も

の

と

す

る

」

を

加

え

、

同

条

に

次

の

二

項

を

加

え

る

。

 

２

 

区

長

は

、

条

例

第

十

八

条

た

だ

し

書

の

規

定

に

よ

る

印

鑑

登

録

証

明

書

交

付

の

申

請

が

あ

つ

た

と

き

は

、

当

該

申

請

内

容

を

印

鑑

登

録

原

票

と

照

合

し

、

相

違

な

い

こ

と

並

び

に

東

京

都

北

区

手

数

料

条

例

（

平

成

十

二

年

三

月

東

京

都

北

区

条

例

第

二

十

二

号

）

別

表

第

二

の

五

の

項

に

規

定

す

る

手

数

料

及

び

印

鑑

登

録

証

明

書

の

郵

送

に

要

す

る

費

用

が

納

付

さ

れ

た

こ

と

を

確

認

し

た

上

、

当

該

申

請

を

し

た

者

に

対

し

て

、

印

鑑

登

録

証

明

書

を

交

付

す

る

も

の

と

す

る

。

 

３

 

条

例

第

十

九

条

第

二

項

の

住

所

は

、

申

請

を

し

た

者

の

住

民

基

本

台

帳

法

（

昭

和

四

十

二

年

法

律

第

八

十

一

号

）

に

基

づ

く

住

民

票

に

記

載

さ

れ

た

住

所

と

す

る

。

 

別

記

第

一

号

様

式

裏

中

「

東

京

都

の

」

を

削

る

。
 

 
 

 

付

 

則

 

（

施

行

期

日

）

 

１

 

こ

の

規

則

は

、

令

和

九

年

一

月

四

日

か

ら

施

行

す

る

。
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（

経

過

措

置

）

 
２

 
こ

の

規

則

の

施

行

の

際

、

こ

の

規

則

に

よ

る

改

正

前

の

東

京

都

北

区

印

鑑

条

例

施

行

規

則

別

記

第

一

号

様

式

の

規

定

に

よ

り

調

製

し

た

用

紙

で

現

に

残

存

す

る

も

の

に

つ

い

て

は

、

所

要

の

修

正

を

加

え

、

な

お

使

用

す

る

こ

と

が

で

き

る

。
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東

京

都

北

区

立

芥

川

龍

之

介

記

念

館

条

例

の

施

行

期

日

を

定

め

る

規

則

を

公

布

す

る

。

 

   
 

令

和

八

年

十

月

二

十

日

 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

東

京

都

北

区

長

 
 

山

 

田

 

加

 

奈

 

子

 
 

 
 

 
 

 



東

京

都

北

区

規

則

第

九

十

三

号

 

 
 

 

東

京

都

北

区

立

芥

川

龍

之

介

記

念

館

条

例

の

施

行

期

日

を

定

め

る

規

則

 

 

東

京

都

北

区

立

芥

川

龍

之

介

記

念

館

条

例

（

令

和

八

年

三

月

東

京

都

北

区

条

例

第

二

号

）

の

施

行

期

日

は

、

令

和

九

年

七

月

二

十

四

日

と

す

る

。

 

 
 

 

付

 
則

 

 

こ

の

規

則

は

、

公

布

の

日

か

ら

施

行

す

る

。
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